








要約:クレチン症及び代謝異常マススクリーニングの技術水準を知るために精度管理が行

われているが、1990 年 1年間の実態について調査を行った。クレチン症スクリーニングの

異常検体見逃し数は1年間で 1件のみで,過去において最高の成績であった。精度管理測定

結果の記入の誤りを繰り返す施設が一部にみられた。TSH カットオフ値についてのアンケ

ート調査の結果,ELISA のあるキットを使用している施設で再検率が高くなっていた。 


